













































































第 1-1表利賀村における部落別世帯数の推移 第 1-2表利賀村における部落別人口の推移
（ 昭手間年｜ 40年 50年 ｜ 昭和35年 l40年 50年
水 無 15(100. O) 9( 60.0) 6(40. O) 水 無 87(100. 0) 30(34.5〕 14(16. 1) 
大勘場 19(100.0) 18( 94. 7) 8(42. 1) 大勘場 111〔100.0) 117(105. 4) 35(31. 5) 
桂 尾 4〔100.0) 4(100. 0〕 3(75.0〕 桂 尾 29(100. 0〕 29(100.0) 7(24. 1) 
千 束 10(100. O) 8( 80.0) 8(80.0) 千 来 62(100. 0) 45(72.6〕 31(50.0) 
中 口 7(100.0〕 6( 85. O) 2(28. 6) 中 口 51(100. 0〕 37(72.5〕 3〔5.9)
回ノ島 9(100.0〕 9(100.0) 1(11. 1) 回ノ島 64(100. 0) 54〔84.4) 6( 9. 4) 
阿別当 27(100.0) 25〔92.6〕 24(88.9) 阿別当 176(100.0〕 151(85. 8〕 112(63. 6) 
坂 上 41(100.0〕 40( 97,6) 39(95. 1) 坂 上 241(100.0) 222(82.1) 184(76.3) 
上 畠 34(100.0) 33( 97. 1〕 28(82. 4) 上 畠 240(100. O) 230〔95.8〕 156(95.0) 
細 島 7(100.0) 7(100. 0) 6(85. 7) 京国 島 42(100. O) 42(100. 0) 31(73.8) 
北 島 4(100. 0) 4(100. O) 3(75.0) ヰヒ 島 21(100.0) 16(76.2) 12(57. 1) 
岩 調l 16(100.0) 14( 87.5) 15(93.8) 岩 沸l 111(100. 0) 85(76. 6〕 85(76.6〕
示日 賀 53〔100.0) 49( 92.5) 43(81. 1) 幸リ 賀 331(100.0) 309(93.4) 211(63. 7) 
大豆谷 19(100. 0) 19(100.0) 17(89.5) 大豆谷 126(100. 0〕 116(92. 1) 62(49.2) 
北豆谷 21(100.0〕 21(100. O) 13(61. 9) 北豆谷 144〔100.0) 124(86. 1〕 70(48.5）↓ 
押 場 7(100.0〕 6( 85. 7) 3(42.9) 押 場 48(100.0) 37(77. 1) 13(27. 1〕
草 嶺 10(100. 0〕 10(100.0) 2(20. 0〕 草 嶺 69(100. O) 68(98.6〕 15〔21.7) 
高 ¥15 11(100. O) 10( 90.9) 3(27.3〕 高 沼 82(100.0) 57(69.5) 13(15. 8) 
栗 当 6(100.0〕 6(100. O) 2(33.3) 栗 当 46(100. 0) 41(89.1) 6〔13.0〕
北 原 4(100. 0〕 2( 50.0) 1(25.0〕 北 原 24(100.0) 8(33. 3) 3(12. 5) 
長 崎 5(100. 0) 4( 80.0) 4(80.0〕 長 崎 35(100.0) 29(74.3) 18(51. 4) 
大 牧 2(100.0) 1( 50.0) 2(100. 0〕 大 牧 27(100.0) 11〔40.7) 21(77. 8) 
仙ノ原 6(100. 0〕 l〔16.7) 0〔0 ) 仙ノ原 39(100. 0〕 6(15.4) 0( 0 ) 
下 原 11(100. 0) 10〔90.9) 6(54. 5) 下 原 84(100.0) 63(75. 0) 28(33. 3) 
栃 原 16(100.0) 11〔68.8) 3(18.8) 栃 原 96(100. O) 62(64.6) 14〔14.6)
上百瀬 39(100. O) 37( 94.9〕 32(82.0) 上百瀬 266(100. O) 236(88. 7) 157(59.0) 
中 村 14(100.0) 13( 92. 9) 10(71. 4) 中 キす 80(100. O) 78(97.5) 55(68.8) 
百瀬川 54(100.0〕 46( 85.2) 37(68.5) 百瀬川 301(100.0) 266(88.4) 166(55. 1) 













I J:会I2ぺ3＂人 I4 ，人 15＂人 lヘ人 17＂人 18＂人｜合計 l講義
利（昭賀和村53上年畠〉 8戸 2戸 3戸 4戸 4戸 5戸 1戸 27戸 4.48人
(29. 6) (7.41) (1. 1) (14.8) (14.8) (18.5) (3.7) (100. 0) 
( ", 百52瀬年川〉 12 12 4 7 8 1 44 3.80 
(27. 3) (27. 3) (9. 1) (15. 9) (18.2) (2.3) (100. 0) 
八島（地尾／町・大内53長名年谷〕 5 11 12 5 2 3 1 1 40 3.15 
(12.5) (27.5) (30.0) (12.5) (5.0) (7.5) (2.5) (2. 5) (100.0) 
人以上の比較的大きな世帯は，この部落の27戸中14戸， 51.8%と，僅かながら半数を上まわってい


















(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) （り
単 夫 婦夫 父 そ
i口'-








帯 帯 含 ． 他
利（昭賀和村53上年〉畠 戸 8戸 戸 4戸 13戸 戸 2戸 戸 27戸
(29. 6) (14.8) (48.2) (7.4) (lo. o) 
" 百52瀬年〉川 10 5 12 11 1 3 2 44 
(22. 7〕 (11. 4) (27. 3) (25.0) (2. 3) (6.8) (4.6) (100.0) 
八島〈地尾H町・内5大3名長年〉谷 5 11 3 10 9 1 1 40 
































｜富 山｜高 岡｜栃 波｜八 尾｜新 潟［近 畿l関 東｜合 計
男 15～19才 1 1 2 1 1 6 
20～25 1 1 2 4 
子 言十 2 1 2 1 1 2 1 10 
女 15～19才 1 2 1 4 
20～25 1 1 
子 計 1 2 1 1 5 
メ日為 2 15 
(13. 3) (100.0〕
第1-6表行先別他出家族員（就職者〉 t人・%〕
富山 高岡 1~1: :1：；ト吋
15～29才 2 4 1 1 1 2 17 
男 30～39 1 1 1 3 
40～49 
50～59 
子 60才以上計 3 4 3 1 1 1 3 20 




子 60才以上計 1 3 1 2 9 




















｜あととりM I i~子山 l子供がいない l無 計
男 2s (loo. o) 
女 30 (93.8) 2 (6. 3) 32 (loo. o) 
16～29才 2 2 1 5 
上畠 30～39 9 9 
40～49 16 2 18 
50～59 12 12 
60才以上 13 13 
計 52 (91. 2〕 4 (7. O) 1 (1. 8) 57 (loo. o) 
男 34 (87. 2) 3 (7. 7) 1 (2.6) 1 (2. 6) 39 (100.0) 
百瀬川 女 46 (85.2) 3 (5.6) 1 (1. 9) 4 (7. 4) 54 (100.0) 
言十 80 (86.0) 6 (6. 5) 2 (2. 2) 5 (5. 4) 93 (100. O) 
大長谷 男 31 (81. 6〕 3 (7. 9) 3 (7.9〕 1 (2. 6) 38 (loo. o) 
女 35 (85.4) 2 (4.9) 2 (4.9〕 2 (4. 9〕 41 (100.0) 












第 1-8表あととりは今どうしているか （人.%) 
白雲仙 … 自家農林自家商工酬で就｜…るまだ ・サー ピ 言十
幼小，就学中 業に従事fに従職 て就職学中
男 子 I5(22. 7; I 5(22. 7; I I 6(27. 3; I時 2.7）ドベ仰00.0
女 子 8(26.7) 8(26. 7) 5(16. 7) 9(30. 0) 30(100. O) 
16～29才 2 2 
上畠 30～39 6 3 9 
40～49 3 8 1 4 16 
50～59 1 3 8 12 
60才以上 1 2 7 2 1 13 
計 13(25. 0) 13(25. O) 11(21. 2) 14(26. 9) 1(1. 9) 52(100.0) 
男 6(17. 7) 7(20.6〕 6(17. 7〕 14(41.2) 1(2. 9) 34(100. O) 
百瀬川 女 12(26. 1) 6(13. 0〕 9(19.6) 19(41. 3) 46(100. 0) 
言十 18(22.5) 13(16.3) 15(18. 8〕 33(41. 3) 1(1. 3) 80(100.0) 
大長谷 男 2( 6.5) 8(25.8) 2(6.5〕 3( 9. 7) 15(48.4) 1(3. 2) 31(100. O) 
女 3 (8. 6) 7(20.0〕 1(2. 9) 4(11. 4〕 20(61. 5) 35(100. 0) 





第1-9表 あととりに将来村へ帰ってきてもらいたいか （人・%）l怖を｜吋て このまま村 一白｜ ｜ ひっせも村へひ 外にいても わからない 合 解TこL、 j需ってもら らいたい にまかせるL、主こし、
男 5(100. 0) 
女 2(22. 2) 6(66. 7) 9(100.0) 
16～29才
30～39 
上畠 40～49 3 1 4 
50～59 5 3 8 
60才以上 1 1 2 
計 1( 7. 1〕 7(50. O) 1( 7. 1) 14(100. O) 
男 2〔14.3) 1( 7. 1〕 11(78. 6) 14(100. O) 
百 瀬 JI! 女 2(10. 5) 1( 5.3) 1( 5. 3) 15(79.0) 19(100.0) 
言十 2( 6.1) 3〔9.1〕 2( 6.1) 26(78.8) 33(100.0〕
大 長 谷 男 1( 6. 7) 2〔13.3〕 12(80.0) 15(100. O) 
女 2(10. 0) 2(10. 0) 11〔55.0〕 5〔25.0) 20(100.0) 


























つがせたい いたい させたい にまかせる 無 答
男 10(100.0) 
女 1( 6. 3) 9(56.3〕 3(18.8) 16(100. 0〕
16～29才 1 1 2 
上畠 30～39 1 8 9 
40～49 2 2 5 2 11 
50～59 1 1 
60才以上 1 1 1 3 
計 4(15. 4) 3(11. 5〕 15(57. 7) 4(15. 4〕 26(100. 0) 
男 3(23.1) 1( 7. 7) 6(46.2) 3α3.1) 13(100.0) 
百 瀬 Jl 女 1( 5.6) 2(11. 1) 1( 5. 6〕 13(72.2〕 1( 5. 6) 18(100.0) 
計 1( 3.2) 5(16. 1〕 2( 6. 5) 19(61. 3) 4(12. 9) 31(100.0) 
大 長 谷 男 1( 8.3) 1( 8.3) 7(58. 3) 3(25. 0) 12(100. 0) 
女 1(10. O) 2(20. 0) 1(10. 0) 6(60. 0) 10(100. 0) 























勤務員 合勤務 番農＋ 西織陣農業＋ 
の
日 勤 塗
業 雇臼 雇日 産 ＋ 務 員 官 装 他 職 言十
20～29才 1 1 2 
男30～39 2 1 1 1 5 
40～49 1 2 4 3 1 1 12 
50～59 4 3 1 8 
60才以上 1 1 4 1 1 5 13 
子 1 7 5 8 6 1 1 1 1 1 1 2 5 40言十 (2. 5)1(17. 5)1(12. 5) (20. 0)1(15. 0) (2. 5) (2. 5) (2. 5) (2. 5) (2.5) (2.5) (5. oy12. 5) (100. O) 
1 2 
女30～39 2 2 2 1 1 1 9 
40～49 1 5 1 3 1 1 12 
50～59 2 3 1 6 
60才以上 8 1 11 20 
子 11 10 3 2 1 6 3 13 49 言十 (22. 5) (20.4) (6.1) (4.1) (2. O) (12.2) (6. w26.5) (100. O) 
20～29才 1 1 1 1 4 
合30～39 2 4 1 2 2 1 1 1 14 
40～49 1 1 2 4 5 4 1 3 2 1 24 
50～59 2 4 6 1 1 14 
60才以上 8 1 1 4 1 2 16 33 












































！（ιc 3~7) / cム I(3ム／ (29~6) I ｜（九｜ 27 (100.0) 
第 2位い5i：のいlの 1 ｜（ム［（ん Icム｜（九｜ 27 (100.0) 















防未満 I 10%～ I z防～ I 30%～ 40%～ 50%～ 
く戸・%）
不 明1一三十
9 I 12 I 4 I 2 I 27 



















I o.3～ I 0.5～ I o.7～ 11. 0～ 11. 5～ 
0. 3ha 0. 5ha 0. 7ha 1. Oha 1. 5ha 2. Oha 
上 45年 30 2 12 10 5 1 (100.0) ( 6. 7) (40. 0) (33.3) (16. 7) ( 3.3) 
畠 50年 27 2 11 8 5 1 (100.0) ( 7.4) (40. 7) (29. 6) (18.5) ( 3.7) 
来リ 45年 326 50 102 84 62 3 (100.0) (15. 3) (31. 3) (25.8) (19.0) ( 7.7) ( 0.9〕
賀
村 50年 302 71 71 84 51 20 5 (100.0) (23. 5) (23. 5) (27. 8) (16. 9) ( 6.6〕 ( 1.7) 
零細な経営規模の農家である。ただ，昭和50年の数字で比べてみると，上畠では0.3～lhaの経営
規模の農家が約90%を占めているのに対して，村全体では70%をも割っている。そして，上畠では





45 年上 30 30 (100.0) (100.0〕
畠 50 年 27 27 (100.0) (100. O) 
利 45 年 326 2 11 313 (100.0) ( 0.6〕 ( 3.4) ( 96.0) 
賀










兼業 雇 用 兼 業 農 家 自営兼業農家
農家
恒職勤常務的員 恒賃勤 常労 務的働
人 夫
計 出 稼 計 林業 その他
総数 日 雇
上 45 年 30 30 11 15 (100. 0) (100.0) (36. 7) (50.0) 
畠 50 年 27 26 9 17 1 1 (lo.の (96.3〕 (33. 3) (63.0) (3. 7) (3. 7〕
軍リ 45 年 324 300 10 75 177 24 3 21 (100.0) (92.6) (3.0) (23. 2) (54.6) (7.4) (0.9〕 (6.5) 
賀













総 数 従 事 事 従事せず
男 53 (100. 0) 8 (15.1) 1 (1. 9) 42 (79. 3) 2 ( 3.8) 
上 45 年 女 57 (lo. o〕 25 (43.9) 4 (7. 0) 23 (40. 4) 5 ( 8.8) 
言十 110 (lo. o) 33 (30. 0〕 5 (4.6〕 65 (59.1) 7 ( 6.4) 
男 45 (100. 0) 40 (88. 9) 5 (11. 1) 
畠 50 年 女 53 (100.0) 19 (35.9) 1 (1. 9) 23 (43. 4) 10 (18. 9) 
計 98 (100.0〕 19 (19. 4) 1 (1. O) 63 (64. 3) 15 (15. 3) 
男｜一町 36 ( 7.0) 10 (1. 9) 413 (79. 9) 31 (6.0) 27 ( 5.2〕
示日 45 年 女 598(100.の 211 (35. 3) 48 (8.2) 262 (43.8〕 7 (1. 2) 70 (11. 7) 
言十 1, 115 (100. 0) 247 (22.2) 58 (5. 2) 675 (60. 5) 38 (3.4) 97 c 8. 7) 
賀
男 511 (100.の 36 ( 7.0) 400 (78.3) 20 (3. 9) 55 (10.8〕
村 50 年 女 565 (100.0) 162 (28. 7) 15 (2.7) 295 (52.2) 12 (2. 1) 81 (14. 3) 



















｜総 数 J 16~1 
男 9(100. O) 2(22.2) 1(11. 1〕 1(11. 1) 5(55. 5〕
上 45年 女 29(100. 0) 1( 3.5) 4(13.8〕 3(10. 3) 7(24. 1) 2( 6. 9) 12(41. 4) 
言十 38(100. 0) 3( 7. 9) 1( 2. 6) 4(10. 5) 3( 7. 9) 8(21. 1) 2( 5. 3) 17(44. 7〕
男
晶 50年 女 21(100. O) 1( 5. 0) 4(20. O) 3(15. 0) 6(30.の 6(30.0) 
計 20(100.0) 1( 5.の 4(20. 0) 3(15. 0) 6(30. 0) 6(30.0) 
男 46(100.0) 2( 4. 3) 2( 4. 3) 1( 2.2) 4( 8. 7〕 2( 4. 3) 7(15. 2) 28(60. 9) 
幸。 45年 女 259(100.0) 1( 0. 4〕 7( 2. 7) 22( 8. 5〕 43(16.6〕 71(27. 4) 41(15.8) 74(28.6) 
計 305(100.0) 3( 1. 0) 9( 3. 0) 23( 7. 5) 47(15.4) 73(23. 9) 48(15. 7) 104(33.4) 
賀
男 36(100. 0) 11(30. 6) 1( 2.8) 2( 5. 6〕 1( 2.8〕 4(11. 1) 17(47.2) 
村 50年 女 177(100.0) 10( 5.6) 6( 3. 4) 3( 1. 7〕 15( 8. 5) 46(26.0) 28(15.8) 69〔39.0)















｜をも入つれ撤て経生回産営規現状のまま 縮、してや 全部やめて わからない
A日． 計模拡 商品 をやっていき っていきた
大したい たい い しまいたい無 答
男 5 (20. 0) I…〉｜ 25 (lo. o) 
女 21 (65. 6) 3 ( 9.4) 2 ( 6.3) 6 (18. 8) 32 (100. O) 
16～29才 1 2 2 5 
上畠 30～39 1 4 2 2 9 
40～49 8 3 2 5 18 
50～59 1 10 1 12 
60才以上 2 9 1 1 13 
計 5 ( 8.8) I 33 (57. 9〕 8 (14. 0) 3 ( 5.3) 8 (14. 0) 57 (100. 0) 
男 4 (10.3) 26 (66. 7) 4 Clo. 3) 5 (12. 8) 39 (100. 0〕
百 瀬 Jl 女 4 ( 7.4〕 40 (74.1〕 4 ( 7.4) 1 ( 1.9〕 5 ( 9.3) 54 oo. o) 
言十 8 ( 8.6) 66 (71. O) 8 ( 8.6) 1 ( 1.1) 10 Clo. 8) 93 (lo. o) 
大 長 谷 男 6 (15. 8) 21 (55. 3) 2 ( 5.3) 9 (23. 7) 38 (100. 0〕
女 1 ( 2.4) 25 (61. 0〕 2 ( 4.9) 6 (14. 6) 7 (17.1) 41 (100.0) 























第 2ー 10表農業以外によい収入があれば農業をやめたいと思うか く入・%）
農業はやめ 好だきな仕や事I重’d量怖の伴主r主活'-" 
からめ配だからや なしてまでその他 無 答 メ日込 計てよい 農た業くをやめない めない ない
男 5 (22. 7) 14 （叫｜
女 8 (33.3〕 4 (16. 7) 5 (20.8) 5 (20. 8) 2 ( 8.3) 24 (loo. o) 
上
16～29才 2 1 2 5 
30～39 2 1 4 7 
40～49 7 1 1 1 1 11 
50～59 3 1 3 2 3 12 
畠 60才以上 3 2 3 1 2 11 
計 17 (37.0) 5 (10. 9) 8 (17.4) 10 (21. 4) 6 (13. O) 46 (100.0) 
男 10 (29. 4) 4 (11. 8) 3 ( 8.8) 13 (38. 2) 4 (11. 8) 34 (loo. o) 
百瀬川 女 7 (14.6) 6 (12. 5) 6 (12. 5) 21 (43. 8) 4 ( 8.3) 4( 8. 3) 48 (100.0) 
言十 17 (20. 7) 10 (12.2) 9 (11. O) 34 (41. 5) 8 ( 9.8) 4( 4. 9) s2 (loo. o) 
大長谷 男 3 (11.1) 6 (22.2) 3 (11. 1) 5 (18. 5) 5 (18. 5) 5(18.5) 27 (100.の
女 4 (14. 3) 3 (10. 7) 7 (25. O) 7 (25. O) 2 ( 7.1) 5(17.6) 2s (loo. o〕

























変化あ り ｜変化なし｜わからない｜ メ日λ 計
25 (lo. o) 25 (100. 0〕
29 ( 90. 6〕 3 ( 9.4) 32 (100. O) 
16～29才 3 2 5 
上畠 30～39 9 9 
40～49 17 1 18 
50～59 12 12 
60才以上 13 13 
言十 54 ( 94. 7〕 3 ( 5.3) 57 (100. 0) 
男 39 (lo. o〕 39 (100. 0) 
百 瀬 JI! 女 52 ( 96.3) 2 (3. 7) 54 (100. 0) 
計｜ 91〔97.9) 2 (2. 2) 93 (100. 0) 
33 (86.8〕 1 (2.6) 4 (10. 5〕 38 (100. 0〕
（島地・内名〉 計女
35 (85.4〕 4 (9. 8) 2 ( 4.9) 41 (100. 0〕























道路の整備・改善 8 3 11 都市的になった 1 1 
交通が便利になった 2 7 9 平地と変らなくなった 1 1 
自動車の増加・普及 4 1 5 生活の向上，豊かになった 1 2 3 
農業の機械化 1 1 現金収入がよくなった 1 1 
水田の基盤整備 1 1 2 女の仕事がふえた 1 1 
HE 料 1 1 出費が多くなった I 1 2 
農作業が楽になった 1 1 ぜいたくになった 1 1 2 
農業が副業になった 1 1 冠婚葬祭が派手になった 1 1 
機械化・電化 2 2 若い人，子供がいなくなった 2 2 
燃料の変化 1 1 教 育 1 1 
食生i活の変化 4 1 5 外部から人がよく来るように 1 1 なった
衣服の変化 2 2 観光開発 2 2 
住居の変化 2 2 嫁が部落外，町からくる 2 2 
衣食住の変化 1 1 2 人 の ,c 1 1 
便利になった 2 2 土地への愛着 1 1 





















l生去しやすくなっ｜生活し刊なっ｜わりなし ｜ たがある た点はない A日． 計
男 18 (72. 0〕 4 (16. O) 3 (12. O) 25 (100. O) 
女 25 (78.l) 2 ( 6.3) 5 (15. 6) 32 (100. O) 
16～29才 2 I 2 5 
上島 30～39 9 9 
40～49 14 2 2 18 
50～59 11 I 12 
60才以上 7 2 4 13 
計 43 (75. 4) 6 (10. 5) 8 (14. O) 57 (100. 0) 
男 26 (66. 7) 11 (28. 2) 2 ( 5.I) 39 (100. 0) 
百 瀬 Jl 女 35 (64.8) 12 (22. 2) 7 (13. O) 54 (100. 0) 
言十 61 (65.6) 23 (24. 7〕 9 ( 9.7) 93 (100. 0) 
大 長 谷 男 23 (60. 5) 12〔31.6) 3 ( 7.9) 38 (100. 0) 女 25 (61. O) 14 (34. 1) 2 ( 4.9) 41 (100. 0) 








道路の整備・改善 7 2 9 物質が豊かになった 1 
交通が便利になった 7 4 11 食生活の向上 1 1 
農業の機械化 1 3 4 新鮮な食品が手に入る 2 1 
園場整備 1 1 衣食の面で楽に手に入る 1 1 
農作業が楽になった 1 1 収入があるようになる 1 1 
機械化，便利な道具の普及 1 3 4 月給制jになった 1 1 
電化製品の普及 1 1 仕事が多くなる 1 1 
石油・ガスなど燃料 1 1 ｛動きやすくなる 1 1 
文化生活ができるようになる 1 1 公民館，公共施設がで、きた 1 1 















第3ー 5表耐久消費財の利用状況 （干ヨ.%) 
l伝説l電話｜ガス｜応援！聖書 1白十一ラジオ｜スティーブナームしム仁3 湯沸器セット テレ テレビ コー ダー ク ラー
上 畠 22 26 14 6 26 9 26 21 10 16 。
(53年8月〉 (84.6) (100. 0〕(53. 9) (23. 1) (100. 0) (34.6) (100. 0〕 (80. 8) (38.5) (61. 5) ( 0 ) 
百年瀬l川 38 34 23 4 41 11 42 27 13 22 2 
(52 0月〉 (88.4) (100. 0) (53.5) (9.3) (95.3) (25.6) (97. 7〕 (62.8) (30.2〕 (51. 2〕 (4. 7〕
地大（5長3・年谷内10名月（〉島〉 13 33 12 4 19 5 35 17 3 4 1 (37. 1) (94.3) (34.3) (11. 4〕 (54. 3) (14. 3) (lo. o) (48. 6) (8.6〕 (11. 4) (2.9〕
同アノ I~－｝I騒I~~t I弘前議｜島量｜記｜支ト－＇ Iベット園調
上 l畠 。 6 25 1 25 26 26 25 26 7 26 
(53年8月〉 ( 0 ) (23. 1) (96. 2) (3. 9) (96.2) (100.0) (100.0) (96.2) (100. 0) (26. 9) (100. 0〕
百年瀬1川 1 19 27 9 30 43 42 43 43 9 43 
(52 0月〉 (2.3) (44.2) (62.8) (20. 9) (69. 8) oo. o〕 (97. 7) (lo. o) (100. 0) (20. 9) (100. 0) 
地大（5長3・年谷内10名月（〉島〉
。 11 15 3 20 32 32 27 28 1 35 















｜昨夏夏して｜時穎して lAロ、 言十 及 率
耕 転 機 26戸 l戸 27戸 100.0% 
回 槌 機 11 12 23 85.2 
動 力 噴 霧 機 15 7 22 81. 5 
自 動 乾 燥 機 17 3 20 74. 1 
モ 、 選 別 機 9 9 18 66. 7 
農 用 自 動 車 11 11 40. 7 







｜生古川なっ l生景山なっ（｜わからないたがある たはない i日斗 言十
男 14 (56.0) 6 (24.0〕 5 (20.0) 25 (100. O) 
女
上
17 (53. 1) 8 (25.0) 7 (21. 9〕 32 (lo. o) 
16～29才 2 3 5 
30～39 6 2 1 9 
40～49 8 5 5 18 
50～59 9 2 1 12 
畠 60才以上 6 5 2 13 
計 31 (54.4) 14 (24.6) 12 (21. 0〕 57 (100. 0) 
男 17 (43.6) 18 (46.2) 4 (10. 3) 39 oo. o〕
百瀬川 女 10 (18. 5〕 34 (63.0) 10 (18. 5〕 54 (100.0) 
計 27 (29.0) 52 (55. 7) 14 (15. 1) 93 (100.0〕
大長谷 男 20 (52.6) 17 (44. 7) 1 ( 2.6) 38 (100. 0〕
女 13 (31. 7) 26 (63. 4) 2 ( 4.9) 41 (100. 0) 















る，生 がかかる 3 12 15 法事に費用がかかりすぎ 1 1 
学費が高い 1 1 冠婚葬祭が盛大になった 1 1 
経済ょ面うに安定性なく金がかか
る になる 1 1 
交際費り（法ぎ事，結婚など〉が
かかする 1 1 
経済活動が活発になりすぎる 1 1 無駄が多すぎる 1 1 
職場が足りない，収入が低い 2 2 人とのつきあい，交際面 1 1 2 
働かなくてはならない，忙し 2 2 どの家もてんでんばらばらで 1 すぎ，時間的ゆとりがない し、かん































｜くら山な lくらし山った なった lど山もし ｜わ山L （合えない 計
男 14 (56.0) 5 (20.0) 6 (24.0) 
女 20 (62.5) 2 ( 6.3〕 9 (28. 1) 1 (3. 1) 32 (100. 0) 
16～29才 1 1 2 1 5 
上畠 30～39 6 1 2 9 
40～49 10 2 6 18 
50～59 9 3 12 
60才以上 8 3 2 13 
言十 34 (59. 7) 7 (12. 3) 15 (26. 3) 1 (1. 8) 57 (100. 0〕
男 28 (71.8) 4 (lo. 3) 7 (18. O) 39 (100. 0〕
百 瀬 Jl 女 41 (75.9) 3 ( 5.6) 8 (14. 8) 2 (3. 7) 54 (lo. o) 1 
言十 69 (74.2) 7 ( 7.5) 15 (16. 1) 2 (2. 2) 93 (100. 0) 
大 長 谷 男 20 (52.6) 11 (29. 0) 7 (18. 4) 38 (100. 0) 
女 24 (58.5〕 9 (22.0) 8 (15.5) 41 (100. 0) 

















第3-10表 この村はこれからさき年々 暮しよくなると思うか 〔入・お）
なると思う なると思う
｜同山仙のl先のすはわ lだと思うどち 三 合
らともい。えない らなし 言十
男 10 (40.0) 7 (28.0) 8 (32.0) 25 (lo. o) 
女 2 ( 6.3) 9 (28. 1) 13 (40. 6) 8 (25. 0) 32 (100. 0) 
16～29才 1 1 2 1 5 
上畠 30～39 2 1 5 1 9 
40～49 6 5 6 1 18 
50～59 2 4 4 2 12 
60才以上 1 5 4 3 13 
計 12 (21. 0) 16 (28. 1) 21 (36.8) 8 (14. 0) 57 (100. 0) 
男 12 (30.8) 4 (10. 3) 17 (43.6) 6 (15. 4) 39 (100.0) 
百瀬川l女 16 (29. 6) 7 (13. 0) 18 (33. 3) 13 (24.1〕 54 (lo. o) 
計 28 (30. 1) 11 (11. 8) 35 (37.6) 19 (20.4) 93 (100. 0) 
大長谷 男 6 (15. 8〕 16 (42. 1) 7 (18. 4〕 9 (23. 7) 38 (100. 0〕
女 5 (12. 2) 15 (36. 6) 4 ( 9.8〕 17 (41. 5) 41 (100.0〕






























感 じ る 感じない ｜装からな基｜ β日． 計
男 16 (64.0) 8 (32. 0) 1 c 4. 0) 25 (100. O) 
女 12 (37.5) 16 (50.0) 4 (12. 5) 32 (lo.の
16～29才 2 2 1 5 
上畠 30～39 7 1 1 9 
40～49 5 10 3 18 
50～59 8 4 12 
60才以上 6 7 13 
言十 28 (49. 1) 24 (42. 1〕 5 c 8. 8) 57 (lo. o) 
男 27 (69. 2) 11 (28. 2) 1 c 2. 6) 39 (lo. o) 
百 瀬 Jl 女 29 (53. 7) 13 (24. 1) 12 (22. 2) 54 (100. 0) 
計 56 (60.2) 24 (25.8) 13 (14. 0) 93 (lo. o) 
大 長 谷 男 19 (50.0) 14 (36. 8) 5 (13. 2) 38 (100. 0) 
女 15 (36. 6) 16 (39.0) 10 (24.4〕 41 (lo. o) 
















































































男 25 (lo. o) 
女 7 (21. 9〕 1 ( 3.1) 17 (53. 1〕 7 (21. 9) 32 (lo. o) 
16～29才 3 2 5 
上畠 30～39 2 2 5 9 
40～49 6 1 4 7 18 
50～59 10 2 12 
60才以上 2 10 1 13 
言十 9 (15. 8) 5 (8. 8) I 26 (45. 6) 17 (29.9) 57 (lo. o) 
男 3 ( 7.7) 4 (10. 3〕 8 (20.5) 1 (2.6) 39 (100. 0〕
百瀬川 女 8 (14. 8) 5 ( 9.3〕 33 (61. 1) 6 (11. 1) 2 (3. 7) 54 (lo. o) 
計 11 (11. 8) 9 ( 9.7) 56 (60.2) 14 (15. 1) 3 (3.2) 93 (lo. o) 
4 (10. 5) 10 (26.3) 21 (55.3) 3 ( 7.9) 38 (100. O) 大長谷男
（島地・内名〉計女
6 (14. 6) 11 (26. 8) 21 (51. 2〕 3 ( 7.3) 41 (100.0) 
























｜昨縦｜まあ満足i少しは i非常議｜どちらとも同不満不 いえない 言十
男
2 ( 8.引…） I 2 c 8.ー 12.ぺ4…1川 5(lo. 
女 4 (12. 5) 12 (37. 5) 7 (21. 9) 2 ( 6.3) 7 (21. 9) 32 (lo. o) 
16～29才 3 1 1 5 
上畠 30～39 3 5 9 
40～49 2 6 3 4 18 
50～59 1 4 3 1 3 12 
60才以上 7 2 1 3 13 
言十 6 (IO. 5) 25 (43.9) 9 (15. 8) 5 ( 8.8) 11 (19. 3) 1 (1. 8) 57 (100.0) 
男 3 ( 7.7) 20 (51. 3) 7 (17. 9) 1 ( 2.6) 8 (20.5) 39 (100. 0) 
百瀬川 女 6 (11. 1) 29 (53. 7〕 13 (24.0) 2 ( 3.7) 4 (7. 4) 54 (lo. o) 
計 9 ( 9.7) 49 (52. 7) 20 (21. 5) 1 ( 1.1) 10 (lo. s) 4 (4. 3) 93 (lo. o) 
大長谷 男 5 (13. 2) 21 (55.3) 1 ( 2.6) 4 (IO. 3〕 5 (13. 2〕 2 (5.3〕 38 (lo. o) 
女 11 (26. 8) 21 (51. 2) 4 ( 9.8) 3 ( 7.3) 2 ( 4.9) 41 (100.0) 

















｜語句｜まあ満足｜少し四｜昨不満 It:l~~ も l 無 計
男
女 子I I 8川1(3. 1) 13(40. 6) 8 (25. 0) 4 (12. 5) 6 (18. 8〕 32(100. O) 
16～29才 2 I 1 5 
上高 30～39 2 2 9 
40～49 8 3 1 18 
50～59 3 3 2 12 
60才以上 2 2 3 13 
計 17 (29. 9) 8 (14. O) 9 (15. 8) 1 (1. 8〕 57 (100. O) 
男｜ 17 (43.6) 15 (38.5) 3 ( 7.7〕 4 (10. 3) 39 (lo. o) 
百瀬川 女 3 (5.6) 25 (46.3) 13 (24. 1) 7 (13.0) 5 ( 9.3) 1 (1. 9) 54 (lo. o) 
計 3 (3.2) 42 (45.2) 28 (30.0) 10 (10.8) 9 ( 9.7) 1 (1. 1) 93 (lo. o) 
大長谷 男 2 (5. 3〕 21 (55. 3) 7 (18. 4) 4 (10.5) 4 (10. 5) 38 (100. 0) 
女 1 (2. 4) 21 (51. 2) 11 (25. 8) 4 ( 9.6) 4 ( 9.6) 41 (lo. o) 

















｜非常に満足 lまあ満足［少し吋昨不満 It：設とも［合 計
男
1 ( 4.ぺ…）I 25 (100. 0) 
女 1 ( 3.1) 14 (43.8) 8 (25.0) 9 (28. 1) 32 (lo. o) 
16～29才 1 4 
上畠 30～39 1 5 1 9 
40～49 2 1 3 18 
50～59 i 4 3 5 12 
60才以上 1 9 1 2 13 
言十 2 c 3.5) I 30山〉 13 c22. s) I 1 (1. 8) 11 (19. 8) 57 (lo. o〕
男 2 ( 5.1) 24 (61. 5) 8 (20.5) 5 (12. 8) 39 (lo. o) 
百 瀬 Jl 女 8 (14. 8) 30 (55.6) 11 (20. 4) 1 (1. 9) 4 ( 7.4) 54 (lo. o) 
言十 10 (10.8) 54 (58.1) 19 (20.4) 1 (1. 1) 9 ( 9.7) 93 (100.0) 
大 長 谷 男 1 ( 2.6) 24 (63.2〕 8 (21. 1) 2 (5.3) 3 ( 7.9) 38 (100. 0) 
女 5 (12. 2) 24 (58.5) 7 (17. 1) 1 (2.4) 4 ( 9.6) 41 (100. 0) 


















1§73-~＊ I 自由にな｜…物価一施設？の｜る時聞が｜ ｜ ｜ ｜景気が悪
族の健康｜少い ｜なすぎる｜高 い｜の貧困｜い
子 I 6(24. o〕I 5(20. O)I 6(24. O)I 7(28. 0〕I14(56. o) 
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40～49 I 6 
50～59 I 2 







4(16. 0〕I 6(24. O)I 6(24. O)I 



























































le：~~ ~＝）I ~I :i 1l 11口…｜女I 7(17. 1)1 16(39. O)I 10(24. 4) ｜計I19(24 )1 27(34. 2)1 me却.3) 
2( 5. 1) 
1( 1. 9) 
3〔3.2) 1( 1. 1) 






2( 8. O)I I 7(28. 0) 






















3( 5. 6)1 54(100. 0) 
4( 4. 3)1 93(100. 0) 
5(13. 2)1 38(100. 0) 
6(14. 6)1 41(100. 0) 








2( 5. 3)1 2( 5. 3〕I 7(18. 4〕
5(12. 2)1 2( 4. 9〕I13(31. 7) 




1〔4.O)I I 25(100. o) 



























































男 25 (100. O) 
女 18 (56.3) 6 (18. 8) 8 (25.0) 32 (100. O) 
16～29才 2 1 2 5 
上畠 30～39 5 3 1 9 
40～49 12 3 3 18 
50～59 9 1 2 12 
60才以上 7 4 2 13 
言十 35 (61. 4) 12 (21. O) 10 (17. 5) 57 (100. O) 
男 12 (30.8) 23 (59. O) 4 (10. 3) 39 (100. 0) 
百 瀬 Jl 女 18 (33.3) 25 (46. 3) 7 (13. 0) 4 (7. 4) 54 (100. 0〕
言十 30 (32.3) 48 (51. 6) 11 (11. 8〕 4 (4.3) 93 (lo. o) 
大 長 谷 男 3 ( 7.9) 28 (73. 7) 7 (18. 4) 38 (100. 0〕
女 4 ( 9.8) 27 (65.9) 8 (19. 5) 2 (4. 9〕 41 (lo. o) 

















































1 I i 1 I部溶のつきあいが多すぎる
1 : I 1 I交際費が高くつく
1 
1 
?????〕
?
??????? ??? ?????????
?
?
??
??
?????????????? ?? ?
???
???
??
?
2 
3 
4 
ところで，部落のしきたりで，改めた方がよいと考えるものが「ある」と回答した者に対して，
その改めた方がよいと考えるものが，具体的に何であるか，自由回答形式であげてもらった結果を
整理してみると，第3-19表の如くである。それによると，冠婚葬祭時の付き合いが派手になり，
出費がかさむことをあげる者が圧倒的に多い。即ち，「冠婚葬祭が派手，費用がかかりすぎ」（7
人）と，冠婚葬祭一般が派手になり，費用がかかりすぎるとする者が最も多いのが認められるが，
そのなかでも特に，「法事が盛大すぎる，費用がかかりすぎる」（4人）とするのが目立ち，また，
「法事の世話のやりかた」（ 1人）をあげるのも，結局，同じ事態を指していると思われる。その
他，冠婚葬祭では，「葬式のあとの宴会」（ 1人）や「婚礼に金がかかりすぎる」（1人）とする者も
あり，また，「仏事祝いのことなど数が多すぎる」（ 1人）とするのも冠婚葬祭に関連して出費がか
さむからであろう。
ところで，冠婚葬祭に次いでは，「見舞い返し」（6人）と回答した者も多い。部落内の人が病気
や怪我で入院した場合など，その見舞にも多額を要するし，更に，その見舞い返しもまた派手にな
る一方で大変だというのである。また，改めるべき点として「部落の集会の折の会食」（4人）をあ
げる者もあるし，部落全体の重要な宗教行事である「お講さまのおとき」（ 1人）をあげる者もあ
る。その他，もっと一般的に「しきたり行事を簡素にしてほしい」「ムダなつきあし、」「部落のつき
あいが多すぎる」と指摘する者もあり，このような付き合いによる多額の出費を強調して，「交際費
が高くつく」「金がかかりすぎることが多L、」「ムダな金を使わないようにすべきだ」とする者もあ
る。
いずれにもても，部落のしきたり，特に冠婚葬祭，部落の寄合いその他付き合いごとが，このと
ころ派手になる一方で，とりわけ，それに伴う出費がかさみ，住民の生活上大きな負担となってい
る。この傾向は，村内の他部落でも一様にみられるところであり，村でもその傾向の抑制を呼びか
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けているが，十分効果をあげていない。「改めた方がよいと決ったことを，絶対に実行出来るよう
に改めてほしし、」との回答は，このような事態に業を煮やしてのことであろう。
このように上畠では，他部落にも増して，部落のしきたり，慣行が住民の生活に大きな負担であ
ると受け取られるようになってきているが，この事態は，他面，この部落が他部落にも増して，そ
の強固な統一性を保持し，住民の聞に共同生活の機会が多く，人間関係が殊のほか親密で、あるとい
う，この部落の社会構造上の特質を反映しているともいえる。前述の村への誇りとか愛着を感じる
具体的対象として，この部落では，「人の暖かさ，人情味」「近隣の連帯」「人間関係がよい」「お
互いに助けあう」「権力争いがない」「ここに住む人と別れがたし、」など，部落の親密な人間関係に
関わる事項抗非常に多かったことも，このような部落の社会的特質と関連しているように思われ
るる。
即ち，上畠では，比較的孤立した地理的条件のもとに階層差の比較的少ない各家の聞には，本
家・分家関係や姻戚関係などの親族関係が縦横に錯綜している。現在戸数27戸の部落内に親類付き
合いをしている家が10戸近くあるとする家も多く，部落中は直接，間接，親族関係で相互に結ばれ
ることになり，いわば，地縁の上に血縁が累積しているとでもいうべきであろう。そして，それら
の家の聞には，農業労働や日常生活の上でも，あるいは冠婚葬祭時にも，公式，非公式の相互訪問
や相互援助が行われ，そのような各家間，あるいは住民間の親密な付き合いが，部落の社会生活の
実体を構成している。
ところが，このような状況のなかで，一方では，最近の生活の大きな変化，特に，商品経済の浸
透，生活水準の向上は，従来からの部落のしきたり，各家や住民同志の付き合い，とりわけ，冠婚
葬祭時に一層金をかけ，派手にする方向へと向わせる傾向を助長した。そのような傾向が生じる背
景には，やはり，この部落特有の従来からの住民間の緊密な付き合い，人間関係が基盤にあること
を見逃すことはできない。
しかし，他方，この村の最近の未曽有の変動のなかで，部落の開放化，住民生活の自給性の低下
が進み，住民の聞に個人主義的傾向も急速に拡大してきている。また，農業労働などにみられた
強L、共同性L 機械化，それによる省力化の進展とともに弱まっているし更に，農業自体の衰退
によって，その傾向は一層助長される。いずれにしても，部落内の親密な人間関係や強固な統一
性，共同性は次第に蝕まれているし，色々な部落のしきたり，慣行も，住民の要求や関心から次第
に遊離するようになっていることは否定できない。
このような状況のなかで，上記の方向とはあたかも逆行するかの如く，従来からの住民間の色々
な付き合いを伴うしきたり，慣行が派手になり，華美になっていく傾向は，それをお互に推進して
おりながらそれらの慣行が住民自身に一層大きな拘束，強制として感じられるようになってい
る。また，それらがより一層の出費を伴うだけで，そうでなくても毎日の生活が商業化の波に洗わ
れて，支出がかさむなかで，非常に大きな経済的負担を住民に強いることになって，住民の不満を
更に一層増大させているのである。
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おわりに
以上，利賀村の一部落，上畠における住民生活の変貌の一面を，他地域や他部落の若干のデータ
と比較しながら検討してきた。ここには，北陸における山村社会が抱える困難な諸問題が浮きぼり
にされているといってよい，昭和30年代以来の激しい人口流出，第一次産業の極度の衰退，急激な
自給性の崩壊，商品経済や都市的生活様式の浸透，そして，一方では，かつて想像できなかったほ
どの生活の改善，向上がみられ，現にそのような生活を住民は亨受している。しかし，その反面，
住民の聞には大きな不安や不満が渦巻いており，生活のなかに色々な混乱と矛盾が露呈しており，
住民の生活意識や態度の中にも著しい混乱と矛盾をうかがうことができる。それと同時に， 強固
な共同性と統一性を保持してきた部落の社会構造も急激に弛緩し，変質しつつあることも否定でき
ない。
かつては，この村では，上畠のみならず，村内の各部落は，それぞれが強固な共同性と統一性を
保持しあたかも一つの小宇宙を形成しているかの如くであり，そのような部落を基盤にして，利
賀村という行政村も，強い統一性を推持しえた。そして，その統一性を背景にして，この村の強力
で積極的な過疎対策事業も推進されてきたといってよかろう。ところが，以上のような部落の社会
生活の混乱や弛緩は，利賀村という行政村自体の基盤をも蝕んでいるともいえなくはない。このよ
うな点からも，これらの村の社会生活の基体ともいうべき，村内諸部落の社会構造とその変質につ
いての一層の究明が必要であるが，それについては後日を期したい。
〔付記〕 本稿は，北陸における山村社会の急激は変貌と住民の生活の実態を明らかにしようとする一連の研
究の一部であり，特に，昭和53年に，富山大学日本海経済研究所の経済調査費の交付により実施した研究調
査に基づいている。この調査にあたっては，上畠部落の住民の方々に，大変に御迷惑，御面倒をおかけした
が，心よく調査に協力して頂き，深く感謝している。とりわけ，調査の間，我々の宿泊をお願いした田中盛
好氏及び御家族の方々には本当にお世話になった。すでに3年が経過しようとしているが，遅蒔きながら，
厚くお礼を申し上げたい。
また，この調査は，当時のゼミの4回生の学生であった朝倉乗恵，岡田和裕，奥井道明，室井孝雄，渡辺
和彦の諸君の協力を得て実施した。諸君の労にも深く感謝したい。（昭和55年11月〕
